
SGHネットワーク校・事例発表

～全員が参加する探究活動～

浦和一女のSGH

平成28年度から指定を受けたSGHの事業が昨年度で終了した。「SGHとは何か？」という段階から手探り
で始まった本校の活動ではあるが、振り返ると大きな成果を本校に残したことを感じる。それとともに、
この成果をどのように発展させるかという新たな課題が浮かび上がってきた。

【本校の探究活動】
本校の探究活動は1年生は「SS探究」「モデル研究」「テーマ研究」をおこない、2年生は年

間を通して1つのテーマを探究する「SG探究Ⅱ」の活動をおこなっている。6月からスタート
して1月までの活動で、テーマ設定、探究活動、ポスター・スライド作成、プレゼンの練習へ
と活動は進んでいく。そして毎年、2月に全校での成果発表会を実施している。

【工夫した点】
① テーマ設定ではSDGｓの17ゴールに基づいたテーマ別の講座を例示し、その中から各自の
関心のある講座を選ばせ、１０～20人程度に分けそれぞれ教員を配置する。講座内でさらに各
自の関心テーマが近い生徒で３～4人の班を編成し、班ごとに具体的なテーマを話し合い決める。

② 課題研究では図書室の協力を得て、資料の探し方、引用の仕方、参考文献の表示方法などを
動画配信した。また、課題探究活動の方法についてのガイドブックを個々に配布し、テキス
トとした。

③ 1年生の段階で3つの課題研究を経験し、成果発表会で上級生のプレゼンを見ているので2年生
は探究活動や発表資料の制作にはスムースに進められる班が多い。また、発表は教室でプロ
ジェクタに投影しておこなうため、生徒のiPhoneを活用しポスターを製作する班が多かった。

【今後への課題】
① 全国フォーラムなど各種の外部での発表に参加する場合、原稿提出が11月前後と早く、
1月の完成を目指しているスケジュールだと選考も含めて余裕がない。

② テーマ設定、問題の発見、エビデンス、課題解決の提案など探究が甘いものも多く、教
員の指導が必要になるが、その指導は教員にとっても負担は重い。

③ 英語によるプレゼンも標準にしていきたいが、英語の教員は人数にも限界があり指導で
きるのは限られた人数にならざるを得ない。
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